
令和７年度の活動について 

    地域活動支援センターでは，さまざまな活動を行っております。気になる方がおられましたら，ぜひご連絡ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※天候等の影響で教室が休止になることがあります。 

活動の中から 

「卓球サロン」の様子をご紹介します 
 

毎週水曜日に行われている「卓球サロン」では、20 代か

ら60代と幅広い年代の方が、卓球を楽しまれています。 

ラリーを続けて楽しまれる方、白熱した激しい打ち合いで

汗を流される方、参加される方と好きなアニメの話で盛り

上がっておられる方など楽しみ方は人それぞれです。スタ

ッフを含め、いつも楽しく活動しております。興味のある

方ぜひサロンに参加してみませんか？ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

スポーツにトライ 
フットサルにチャレンジ

をしています 
毎月第１、３火曜日 10:00～11:30 ４階 健康増進室 

卓球サロン 卓球 毎週水曜日 10:30～11:30 
３階 地域活動支援  

センター前 

体力づくり ストレッチなど 毎月第２、４木曜日 15:45～16:45 ４階 第一教養娯楽室 

体操教室 
音楽に合わせてからだを 

動かしています。 
毎週金曜日 11:30～12:30 ４階 健康増進室 

大和保健福祉 

センター 

１０時から 12 時 

本郷保健福祉 

センター 

１４時から 1６時 

久井保健福祉 

センター 

１０時から 12 時 

6/6・7/4 

8/8・9/5 

10/3・11/7 

12/5 

6/23・7/28 

8/25・9/22 

10/27・11/17 

12/22 

6/25・7/23 

8/27・9/24 

10/22・11/26 

12/24 

みはらふくし情報 令和７年 春号 

 

 

巡回相談 
 

 
偶数月：ドリームキャッチャー / 奇数月：さ・ポート）の 

相談員が対応いたします 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒723-0014 

  三原市城町１丁目２番１号 

（サンシープラザ３階） 

 

電話：     （0848）63-3319 

FAX：     （0848）63-3359 

E-mail:   dream-c＠m-shakyo．ｊｐ 

開所時間  月曜日～金曜日 8：30～17：15 

 

よろしくお願いいたします！！ 

新年度がスタートして早くも１カ月。さわやかな風に温かい日差し、新緑の木々

にすがすがしさを感じる季節になりました。 

令和７年度も、ドリームキャッチャーでは、「委託障害者相談支援事業」「地域

活動支援センター事業」「サービス等利用計画作成事業」を行っております。障害

のある人が住み慣れた地域で、よりよい生活を送っていただけるようスタッフ一

同、みなさまの生活に寄り添ってしていきたいと思います！ 



 

 

JR の障害者運賃割引制度について 

 

障害者運賃割引制度とは、障害者手帳を持っている人が通常運賃よりも安く利用できる制度です。 

この制度は、障害のある人の移動を支援し、社会参加を促進する目的で設けられています。 

割引できる範囲など、詳しい内容については、JRグループ各社のホームページをみて確認してください。 

 

今までは、身体障害者手帳と療育手帳をお持ちの方が対象でしたが、 

令和 7年４月より、精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方も対象となりました。 

割引の制度を受けるには、三原市市役所で手続きが必要になります。 

      〇顔写真付きの手帳をお持ちの方 

⇒ 三原市役所１F障害者福祉課で手続きしてください。 

〇顔写真が貼付されていない手帳をお持ちの方  

⇒ 写真付きの手帳にするため、手帳の再交付が必要です。 

     三原市役所１F障害者福祉課（TEL:０８４８－６７－６０６０） 

または各支所地域振興課で手続きができます。 

     新たな写真付きの手帳の発効までに約 2カ月かかります。 

     必要なもの：①現在の手帳 ②手帳貼付用の写真（縦 4センチ横 3センチ） 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

意思決定支援とは、文字通り「意志」を「決定」することを「助ける」という意味です。 

知的・発達障害のある人などが、日常生活や社会生活を、自分の意思が反映された生活を送ることができる 

ように、行う大切な支援です。 

つまり、本人が自分自身で決められるように、家族や支援者や周りの人は配慮して、できることは見守り、 

できないこところはお手伝いをする、ということです。では、身近にいる家族や支援者、地域住民は、 

どんなことを意識したらいいのでしょうか？ 

 

令和７年３月 29日（土）に開催された「障害のある人の地域生活支援セミナー」に参加し、「意思決定支援」に 

ついて、講演を聞いてきました。講演の中で、深く心に残ったことは、意思決定の前の、意思を形成すること・意思 

を表出することの重要性です。本人が意思を持ち、表現するには、本人とのコミュニケーションが大事で、環境の工 

夫や表出の機会を作ることや、言葉だけではないコミュニケーションのツール（本人が分かりやすい伝えやすい手段 

例えば、絵や文字、写真、 カード、タブレットなど）を活用して、本人の意思を聞いてみることが必要だというこ 

とです。 

また、意思を決定し、意思を表現するには、本人の十分な体験や経験、情報の入手や理解が必要であり、 

日常の支援の中で、そういったことを意識しながら関わることで、本人の意思決定が促されるものだと考えさせられ 

ました。 

   私たちは、誰もが自分の意思を持つことを前提として、また、本人の最善の利益を考え、本人の意思を尊重し、 

   寄り添い、助言したり、一緒に考えたりすることを意識していけるといいですね。 

 

 
 
 

意思決定支援って？ 

 

 

 

 


